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１．昭和村の概要 

 昭和村は、群馬県の北部地域の赤

城北西麓に位置し、標高は２６０ｍ

から１，４６１ｍまでで、緩やかな

高原地帯を形成しています。村の面

積は６４．１７ｋｍ2で、県庁所在

地の前橋市までは３５ｋｍ、経済圏

は群馬県内全域です。 

人口は約７，７００人で、高齢化

率は２５．７％農業就業人口率は４

６．１％です。主な産業は、農業で

主要な農産物はこんにゃくとレタ

スやほうれん草などの高原野菜で

す。村の特徴は、面積の約４０％が

畑という大農業産地で、赤城高原野

菜の生産振興、農産物加工品の開

発、野菜文化の情報発信など「やさ

い王国」としての村づくりと商業・

工業とも連携しながら安心・安全な

農畜産物の生産に努めています。 

また、平成の大合併においては、

合併の是非を問う住民アンケート

では反対が６０％、賛成が１９％と

いう結果になり、自主自立の道を選

びました。最近では関東１を誇るメ

ガソーラーの計画が進められおり

クリーンエネルギーを活用した村

づくりにも取り組んでいます。 

 

日本で最も美しい村昭和村の風景 

 

２．活動開始の背景・経緯 

昭和村さくら工房は、農村の女性

たちが古くから引き継いできた味

噌や醤油などを共同で調達し、地域

で助け合う活動と農作業の合間を

みて農家の女性が集まり農産物を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

加工しながら地域のコミュニケー

ションをとっていた活動が基にな

り、平成９年４月に設立しました。

「みそ部」「菓子部」「ジャム部」

「こんにゃく部」「ジュース部」の

５部門からなり、地産地消を目指

し、農家女性ならではの「手づく

り・こだわり・思いやり」で信頼で

きるおいしい加工品を届けること

や地元農産物を利用した加工と手

作りから食品の安全を第１に考え

ること、そして、地場産特産物の加

工技術の伝承・普及をしていくこと

を理念として活動しています。 

                     

 

道の駅 あぐりーむ昭和 

 

３．活動内容 

①地域と共に１８年 

 戦後の開拓事業により、先人が苦

難を乗り越え荒野を開墾し、現在の

一大農地となった農地で丹精込め

て作られたおいしい野菜と日本一

の生産量を誇るこんにゃく芋を使

い、みそ、菓子、ジャム、こんにゃ

く、ジュースの各５部門は加工品の

製造に取り組んでいます。その他の

活動は、村内のゴミ拾いや村有林の

下草刈りなどの環境美化活動、そし

て、昭和村が１年のみのりに感謝し

て行うビックイベントの「昭和の秋

まつり」に参加するなど、村をはじ

め、商工会、赤城高原農業観光協会、

ＪＡ利根沼田などと連携し、様々な

地域に密着したＰＲ活動に取り組

んでいます。最近では、国が進めて 

 

 

 

いる六次産業化事業も検討してい

ます。会の運営としては、毎年、総

会を開催し、事業計画及び実績報

告、予算書や決算書を作成してお

り、平成２４年度からは税理士によ

る会計支援が行われ今年で１８年

目を迎えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本一の生産量を誇るこんにゃく 

昭和の秋まつり 

 

②加工技術の伝承・普及 

 地場産特産物の加工技術等を伝

承・普及しています。味噌を仕込ん

だり漬物を漬けたりしています。 

また、畑で収穫したこんにゃく生

芋からこんにゃくを作り試食する

農産物加工体験コースでは、体験者

を村内や村外から受け入れていま

す。

 
味噌の仕込み 

 

 

昭和村さくら工房（群馬県昭和村） 

～農家女性ならではの元気な地域づくり～ 

信頼できるおいしい加工品を届けることを目指して 
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こんにゃく手づくり体験 

 

③「さくら工房セット」の販売 

 手作りみそ、トマト＆りんごジュ

ース、こんにゃく、無添加ジャム、

などの加工品をまとめて「さくら工

房セット」として販売し、贈答用に

多く使われています。近年、群馬県

内でもセットという概念がでてき 

ましたが、さくら工房セットは、群

馬県でも最も早くセット販売を導

入したと思われます。 

 

さくら工房セット 

 

④農家レストランの出店 

 平成２３年７月には、昭和村の地

域振興の拠点施設となる道の駅「あ

ぐりーむ昭和」が設置されたことに

伴い、道の駅内の農家レストランを

運営することになりました。 

 

農家レストランの運営 

 

 ここでは、日本一の生産量を誇る

こんにゃくを使った「こんにゃく定

食」や友好都市である横浜市の中華

街の助言をいただき作った「あぐり

ーむラーメン」は、地元産のホウレ

ンソウをトッピングしたり、地元産

のキャベツの千切りを山盛りにす

るなど、地元野菜をふんだんに使い

昭和村が味わえるものになってい

ます。

 
あぐりーむラーメン 

 

⑤日本で最も美しい村 昭和村の

景観を活用 

  谷川岳、上州武尊山などの日本百

名山を眺められる大パノラマの農

村風景とすがすがしい空気の中で、

地元産のおいしい、いちごやこんに

ゃくを使ったジェラードなどを味

わっていただいています。 

 

広大な農地とおいしい野菜 

 

 いちごは、群馬県育成品種の「や

よいひめ」や「おぜあかりん」で作

った「やよいひめジェラード」や 

「おぜあかりんジェラード」を販売

しています。また地元産のトマトや

ホウレンソウで作った「トマトジェ

ラード」や「ホウレンソウジェラー

ド」も好評です。 

 

特製ジェラード 

⑥友好都市との連携 

 友好都市である横浜市とは、中華

街による商品開発（あぐりーむラー

メン）の助言やお土産品販売の協

力、また、横浜市の小学生らによる

こんにゃくづくり体験などにより

連携を図っています。毎年５月下旬

から６月上旬に開催されている横

浜開港記念バザーには会員が交代

で参加し、商品を販売するとともに

交流を深めています。 

 また、同じく友好都市の群馬県玉

村町や防災協定を締結している茨

城県取手市の特産品も販売し、連携

を深めています。このような連携を

基に、商品の販路の拡大を図るとと

もに昭和村のピーアールも合わせ

て行っています。 

 
横浜開港バザーへ出店 

 

４．課題と展望 

  女性ならではの家族を思いやる

気持ちを持って、食品の安全を第一

に考え、納得した原材料で、手作り

にこだわり、納得したものしか販売

しないことを理念とした活動が、着

実に実を結んできていることを会

員は実感し、自分たちの地域と商品

に自信をもって元気に活動してい

ます。しかしながら、消費者からは

さらに安全で高品質な商品、そし

て、魅力ある商品の提供が求められ

ています。昭和村さくら工房は、こ

のようなニーズに応えるべく、先人

が残してくれたこの大地に感謝し

地域と共に活動をしていきたいと

考えています。 

 
さくら工房メンバー 


